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東小学校での運動会　５年生による組立体操

七夕 in煉瓦館　ジャンプ君＆メジーナちゃんとパチリ長池オアシス公園　ハス祭り

○会議はいずれも午前10時からです。
　（９月19日（金）の議会運営委員会のみ
　　　　　　　午後１時30分からです。）

傍聴にお越しください

  9月定例会予定
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議事の進み具合により、会議が終了してい
る場合もあります。日程は変更する場合が
あります。直前にお問い合わせください。

●本会議の日程　９月10日（水）・11日（木）・12日（金）
　　　　　　　　10月７日（火）
　　　　　　　　【予備日】９月16日（火）
●委員会の日程　（別室で音声のみ） 
　【議 会 運 営 委 員 会】９月４日（木）・19日（金）
　【常   任   委   員   会】事業厚生：９月19日（金）
　　　　　　　　　　　総務文教：９月22日（月）
　【決算審査特別委員会】９月29日（月）・30日（火）・10月１日（水）
　　　　　　　　　　　【予備日】10月２日（木）



　平成26年６月定例会は、６月11日（水）に開会、６月24日（火）に閉会しました。
　この議会では、町長提案15件、議員提出議案４件を可決し、請願１件を採択しました。
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※ただし、平成 27 年３月 31 日以前に新車登録した三輪以上の軽自動
車は、現行税率のまま据え置く。

区分 標準税率
現行 改正後

四輪以上
乗用 自家用 ７, ２００円 １０，８００円

営業用 ５，５００円 ６，９００円

貨物用 自家用 ４，０００円 ５，０００円
営業用 ３，０００円 ３，８００円

小型特殊 農耕作業用のもの １，６００円 ２，４００円
その他のもの ４，７００円 ５，９００円

三　　　輪 ３，１００円 ３，９００円
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介
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８
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２
６
４
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５
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追
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９
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。
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追
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３
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追
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。
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主
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理
由
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人

事
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良
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た
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繰
り
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に
よ
る
。
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備考；日本共産党熊取町会議員団（共産）、新政クラブ（新政）、熊取公明党（公明）、泉州龍馬の会（龍馬）、一新の会（一新）、熊愛の会（熊愛）

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示 （議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

6月定例会審議案件
議員
名 服部 佐古 重光 鱧谷 江川 藤本 矢野 鈴木 田中 白間 渡辺

議長 奥野 坂上

会派 新政 一新 熊愛 共産 共産 龍馬 一新 新政 新政 公明 公明 龍馬 共産

熊取町が詐害行為の取消訴訟を速や
かに提起することを求める請願 × × ○ ○ ○ ○ 除斥 × × △ － ○ ○

矢野正憲議員に対する副議長不信任
決議 × × ○ ○ ○ ○ 除斥 × × △ － ○ ○

町議会議員　15 年
鈴木　実 議員　　坂上　巳生男 議員

憲法記念日知事表彰を
授賞されました

●鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施を求める意見書
（提出先：内閣総理大臣・総務大臣・厚生労働大臣・農林水産大臣・環境大臣）
●中小企業の事業環境の改善を求める意見書

（提出先：内閣総理大臣・内閣府特命担当大臣（金融）・厚生労働大臣・経済産業大臣）
●「手話言語法」制定を求める意見書

（提出先：内閣総理大臣）

意見書採択
次の意見書を全会一致で
可決し、政府などの関係
機関に提出しました

第
１
回 

臨
時
会

平
成
26
年
第
1
回
熊
取
町
議

会
臨
時
会
を
7
月
15
日（
火
）

に
行
い
次
の
案
件
を
審
議
し
、

可
決・推
せ
ん
し
ま
し
た
。

任期満了に伴い
江川 慶子 氏、鈴木 実 氏、向井 利夫 氏

　　　　　　　の３氏を推薦しました。

工事請負変更契約の締結について（庁舎耐震改修工事） （全会一致）

町立中学校給食用備品の購入に
ついて　　　　　　（全会一致）

農業委員会委員の推薦について
　　　　　　（全会一致）

裁判上の和解について　　（全会一致）

契約の目的　　庁舎耐震改修工事　　　契約の相手方　阪南土建株式会社
工事の内容　　床面タイルの変更、雨樋取替、照明器具追加、便所給排水、洗面所改修等
契約の金額　　変更前　　２億６, ３４０万５千８５０円　　　変更後　　２億７, ２３９万６千８５０円

　熊取町（原告）と（株）高田組外 16 者（被告）との間で係争中の事件
に関し、次の者と民事訴訟法第 89 条に基づく和解を成立させるもの。
事件の概要
　○事　件　名　平成 26 年（ワ）第１９３７号損害賠償請求事件
　○訴訟提起日　平成 26 年３月４日
　○係属裁判所　大阪地方裁判所
和解の相手方

○名　　称　株式会社高田組
○訴　　額　４，１９１万７５０円及びこれに対する平成 21 年６月６

日から支払済みまで年５分の割合による金員
○和解内容　損害賠償金の全額及び平成 21 年６月６日～平成 26 年

５月１６日までの遅延損害金を７月末日までに一括納付

購 入 物 品　スチームコンべクションオーブン
　ドライ３槽シンク、冷蔵庫、冷凍庫　
契約の方法　指名競争入札
契約の金額　１, ８１２万２千４００円
契約の相手方　株式会社中西製作所



熊取町政治倫理
審査会経過報告

について
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熊取町が詐害行為の取消訴訟を速やかに提起することを求める請願（採択）
■請願の趣旨
平成 21年 5月住民訴訟が始まった翌年、今勝建設㈱の北川一彦氏が、娘婿の矢野正憲議員に今勝の不
動産所有権を移転した。この所有権移転は、町の債権保全を妨げる詐害行為の疑いがある。詐害行為取
消権の時効は、町がその原因を知ったときから２年であり、時効が迫っている。熊取町が、民法 424
条により、詐害行為の取消訴訟を速やかに提起することを請願する。
請願者：大浦正義　　紹介議員：坂上巳生男　藤本龍　重光俊則

反対討論 件を詐害行為と考えていないとの立場を示し、現段階で取消訴
訟を提起するつもりはなさそうであるが、これはあくまでも町
の判断であり裁判所の判断ではないため司法の判断を仰ぐべき
であると考える。
　中西町長は、今回の談合事件が発覚し平成２０年４月に北川
氏以下４名の有罪が確定した後、「熊取町建設組合員の関与した
公共事業について談合の疑いある物件について、遡って損害賠
償訴訟を提起しないか」という議会の質問に対し、「談合を立証
することが困難」という理由で損害賠償請求訴訟を行わなかっ
た。しかし平成２１年３月に住民が、損害賠償請求訴訟を提起
した結果、平成２５年１２月、業者に対し４億５０００万円に
のぼる損害賠償請求を最高裁まで審理され、判決を勝ち取った。
　このように、談合事件では中西町長及び熊取町の考えとは異
なる判決が出ているのであるから、本件についても熊取町独自
の判断で終わらすことなく、適切な司法の判断を仰ぐべきであ
る。
　今後、町は今勝と損害賠償請求の交渉をしなければならない
立場であり、訴訟を提起しないことは、今勝に対する交渉上不
利となるため、常識では考えられない。時効中断措置の為にも
訴訟を提起することを望む。
■熊愛の会
　本議会一般質問において副町長は「詐害行為取消の目的は、
財産に対して強制執行の準備をする際に、当該の財産の減少が
著しく、かつ、悪意を持って移転した場合に対処する」と説明
された。また、「詐害行為で取り消しても、責任財産が増えな
いのであれば、その詐害行為を取り消す価値がない。」という
説明もあった。これについて考察すると、北川一彦氏と今勝建
設の資産全体が移転されている」という事実からこの資産の移
転は詐害行為の疑いがあるとみなしてもおかしくない。また、
悪意があるかないかは、最終的には「損害賠償金及び遅延損害
金を支払うか否か」で判断すべきである。
　最も、重要なのは、すでに全額を納入されている業者と、ま
た、資産の移転などしない状態で和解交渉に臨まれている業者
が多くおられるとことである。北川氏と今勝は資産を移転した
状態で和解交渉の席に着こうとしているが、損害賠償金を支払
わずに済むといった事態にならないように熊取町は、あらゆる
手段を講じる必要がある。まずは、詐害行為取消訴訟を行って、
いったん資産の移転の取り消し請求ができなくなるという時効
不成立の措置を講じることが不可欠である。
　きしくも、矢野議員は熊取町に「詐害行為取消権不存在の確
認訴訟」を提起している。矢野議員はまずは町民の方々に謝罪
し、さらに「今勝と北川氏が損害賠償と遅延損害金を支払う」
という約束を取り付けることに全エネルギーを投入すべきで、
それが実現すれば、詐害行為云々という問題はなくなる。

■一新の会
　先の重光議員の一般質問で「資産の移転を行っている業者ら
に対してどのようにして損害賠償金を回収していくのか、さら
に、そういった業者の中で詐害行為でないと判断する基準は何
か。詐害行為取消訴訟を提起していない理由は？」と質問され、
副町長がその質問に対して、次のように答弁された。
　「詐害行為取消権の目的は、財産の保全という観点と所有権
移転が悪意をもっておこなわれたかの 2 点だと、そしてたと
えば 1,000 万円の債権にそれ以上の多大な任意の根抵当権の
設定のある不動産の所有権移転を詐害行為取消権で取り消して
債権を回収したとしても、根抵当権付き債権が復活するだけで
ある。それでは詐害行為取消しを行う価値がないと判断し、債
務者の責任財産の保全ができないのなら住民の税金を使って、
詐害行為取消訴訟の裁判をする必要がないと考える」と答弁さ
れた。
　それが、町としての考えだと思う。裁判にも血税がかかり、
価値のないものに血税をかけることについて住民の皆様の理解
を得ることができるでしょうか。
　また、当事者の矢野議員が平成 26 年 5 月 27 日大阪地方
裁判所に「詐害行為取消権不存在確認請求」訴訟を熊取町を被
告として提訴しており、既に受理され、第一回弁論期日も決定
され、平成 26 年 6 月 10 日に熊取町に訴状が送達されたも
のである。よって、6 月 3 日に提出された同じ意味を持つ請
願は、既に司法の場にゆだねられている。

賛成討論
■共産党議員団
　談合は、業者で結託して、町税を搾取した犯罪です。北川氏
は熊取建設業協同組合の理事長として、談合を取りまとめ、談
合のために組合を作ったと証言した人物です。一番先に高裁の
判決通りの金額を払うべき人物です。
　矢野議員は、北川氏夫妻の娘婿であり、利害を共有していま
す。また、議員として、住民が勝訴すれば、今勝建設の所有す
る不動産などが、町の債権の保全の対象となることを予見でき
たはずであり、矢野議員は善意の第 3 者とは言えません。
　 矢野正憲議員がおこなった不動産所有権の移転は町の債権
保全を妨げる詐害行為の疑いがあります。熊取町は詐害行為の
取消訴訟を行い、熊取町の損失を速やかに取り戻すべきです。
以上の理由で、賛成します。
■泉州龍馬の会
　熊取町は、重光議員の６月議会における一般質問において、

「今勝建設所有の不動産が矢野議員の名義に変更されている」
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矢野正憲議員に対する副議長不信任決議（採択）

■提案理由
　矢野正憲議員に関する政治倫理審査会の開催に関して、矢野正憲議員が裁判所に提出した政治倫理審
査会続行禁止等仮処分命令申請など、正規の手続きで開催された政治倫理審査会の正常な運営を混乱さ
せる行為は、おおよそ副議長として容認できるものではない。
提出者：重光俊則　　賛成者：坂上巳生男　藤本龍

反対討論
■新政クラブ・一新の会
１　提案理由で「正規の手続きで開催された政治倫理審査会の
正常な運営を混乱させる行為は、おおよそ副議長として容認で
きるものではない。」とあり、これは、審査会の審査内容を一
方的に決めつけて弁明を拒否するとしている行為を指している
と思われるが、政治倫理審査会にかけられている当事者として
は、「弁明する」「弁明しない」と言う権利はあるので、そのこ
とで、正常な運営を混乱させる行為とは言えない。
２　今回開催している政治倫理審査会は、①倫理条例の施行規
則が無いまま審査会を開催しているので、適正な政治倫理審査
会とは言えない。　②本件の、被請求人が調査請求された行為
は、平成２２年１月２２日に行われた自宅不動産の売買契約に
基づく買い取り行為であります。ところが、熊取町の政治倫理
条例は、平成２２年１０月７日に成立し、同条例附則で「この
条例は、平成２３年５月１日から施行する。」と定めています。
　このことからして、条例施行前の行為に対して、本倫理条例
を遡及適用し審査対象にすることは、憲法３９条の不遡及の原
則に違反している。
３　矢野議員は、審査会の条例を無視した審議状況を確認し、
倫理条例に従った審査を実現するため仮処分申請を行い裁判所
の判断を求めたと言うのである。
　仮処分申請の目的は、条例違反を阻止し、自己の名誉、信用
等の人格上の権利を守るためであります。

賛成討論
■泉州龍馬の会
　最高裁判所は、懲罰決議等取消請求事件（昭和 34 年 ( オ )
第 10 号）や、出席停止懲罰を受けた門真市市議会議員が最高
裁まで争った出席停止処分取消請求権事件（平成 13 年（行ウ）
第 29 号）において、地方議会議員の懲罰等については司法審
査の対象にならないと明確に判示している。
　ゆえに、政治倫理審査会にかかる事案は、自立的な法規範を
持つ社会ないし団体、つまり、熊取町議会の政治倫理審査会に
その判断に委ねるべきであって、審査過程や審査結果である懲
罰権の行使の適正は、個々の議員の良識ある行動及び議員選挙
権を有する市民の議会に対する監視によって保障されるべきも
のであり、司法の判断を仰ぐべき事案でない。
　矢野議員のとった一連の行動（当該審査会で一度も弁明する

ことなく、顧問弁護士を用いて「政治倫理審査会続行禁止等仮
処分命令」により審査会を中断する行為等）は、形式的には政
治的信用等の人格権を侵害することを防止するため司法権を行
使した等とすることは、あたかも正当性を有するように思える
が、そもそも、司法の判断を仰ぐべき事案でないことは当然で
あるから、実質的には、いたずらに司法権を行使し、政治倫理
審査会の正常な運営を混乱させるがための行為であり、議会の
正常な運営に努めなければならない立場にある副議長として、
おおよそ許されるものではない。
　また、審査会の弁明を拒否することは、議会基本条例第 17
条の規定や、政治倫理条例第３条２項「議員は、政治倫理に反
する事実があるとの疑惑をもたれたときは、自ら潔い態度をも
って疑惑の解明に当たるとともに、その責任を明らかにしなけ
ればならない」とする規定を無視した行為であり、これを看過
することは出来ない。
　よって、議会を代表する副議長としての資質に大いに疑問を
抱かざるを得ず、矢野正憲議員に対する副議長不信任決議に賛
成する。
■共産党議員団
　矢野議員は、熊取町の損害賠償請求に影響を及ぼすおそれの
ある不動産取得その他を理由に、政治倫理審査会の審査対象議
員となっている。政治倫理条例では対象議員に対し、第７条で

「弁明の機会付与」が、第９条では審査会の「調査への協力義務」
が規定されている。
　矢野議員は４月３０日の第２回政治倫理審査会に反論文書を
提出し、司法に訴えることも辞さない姿勢を示したが、５月
１５日の第３回審査会には出席すると連絡してきた。ところが
審査会当日には矢野議員の出席はなく、政治倫理審査会の続行
禁止を求める仮処分申請を大阪地裁に提出し受理されたことが、
事務局より報告された。審査会は審査を中断し、裁判所からの
通知が届くまで審査会を延期した。２週間が経過しても通知は
なく、再開に向けての協議を５月３０日に開催したところ、矢
野議員が「仮処分申請」を取り下げたことが事務局より報告さ
れ、その理由が「審査会の延期により目的を達成した」とのこ
とであった。
　このようなやりかたは、副議長としても、議員としても失格
と言わざるをえない。多くの住民は「疑惑」を感じており、矢
野議員は自ら説明する責任がある。その責任を果たすことなく、
いたずらに政治倫理審査会を混乱させた責任は重大である。
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為
が
行
わ

れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
詐
害

行
為
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
る
の
か
。

　
　

詐
害
行
為
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
は
各
々
の

ケ
ー
ス
に
よ
り
慎
重
な
調
査

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
調
査

の
結
果
、
詐
害
行
為
の
可
能

性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
債

権
保
全
の
た
め
に
処
分
禁
止

仮
処
分
の
申
し
立
て
等
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
。
な
お
、

詐
害
行
為
か
ど
う
か
の
判
断

に
つ
い
て
は
十
分
な
調
査
の

上
で
の
判
断
が
必
要
な
こ
と

か
ら
顧
問
弁
護
士
と
も
相
談

の
う
え
、
適
切
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
　

詐
害
行
為
が
行
わ
れ
た

場
合
、
刑
法
96
条
の
２
に
強

制
執
行
妨
害
目
的
財
産
損
壊

　

文
部
科
学
省
が
小
中
学
生

を
対
象
に
し
た「
居
所
不
明

児
童
・
生
徒
」の
調
査
で
は
、

昨
年
度
、全
国
で
７
０
５
人

の
所
在
が
確
認
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、厚
生
労
働

省
は
、乳
幼
児
を
含
め
た
子

ど
も
全
体
の
安
否
確
認
を
目

指
し
て
い
る
が
、自
治
体
は
、

親
の「
嘘
」や
制
度
上
の
制
約

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な「
壁
」に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

問　

新
生
児
の
全
戸
訪
問
に

加
え
て
、乳
幼
児
の
健
診
も

さ
れ
て
い
る
が「
一
歳
半
児

健
診
」「
三
歳
児
健
診
」の
昨

年
度
の
受
診
状
況
は
、い
か

が
で
す
か
？

答　

本
町
で
は
、「
一
歳
七
か

月
」受
診
率
97
・
８
％
、未
受

診
児
数
８
名
、「
三
歳
六
か

月
」受
診
率
98
・
４
％
未
受
診

児
数
６
名
で
、健
診
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

問　

受
診
奨
励
の
方
法
は
？
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談
合
事
件
の
損
害
賠
償
金
回
復
の
対
応
状
況
は
？

（
仮
称
）え
い
ら
く
公
園
の
開
発
に
対
す
る

非
常
に
低
い
国
交
付
金
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
？

高
齢
者
へ
熱
中
症
対
策
を
注
意
喚
起
し
、周
知
徹
底
を
図
れ
！

本
町
の
介
護
事
業
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
！

重
光
　
俊
則

白
間
　
泰
男

確
認
を
含
め
、和
解
内
容
を

十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
（
仮
称
）え
い
ら
く
公
園

の
開
発
に
対
す
る
26
年
度
の

国
の
交
付
金
内
示
額
は
町
要

望
額
の
22
％
で
、本
計
画
の

見
直
し
や
資
金
確
保
が
問
題

と
な
る
が
、今
後
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
の
か
？

答　

27
年
度
の
交
付
で
、交

付
金
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
が
、ま
ず
は
現
在
の

内
示
額
に
見
合
う
規
模
で
部

分
的
工
事
発
注
を
進
め
る
。

連
絡
会（
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
）

を
活
用
し
、
行
政
、
医
療
、

介
護
の
関
係
者
で
行
う
研
修

会
や
意
見
交
換
な
ど
の
開
催

に
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

介
護
予
防
の
具
体
的
対
策

に
つ
い
て

問　
健
康
グ
ル
ー
プ
（
く
ま

と
り
探
検
隊
、
タ
ピ
オ
体
操
、

食
生
活
改
善
協
議
会
）
の
支

援
や
そ
の
他
の
対
策
は
？

答　

健
康
グ
ル
ー
プ
に
は
、

更
な
る
協
力
を
し
て
い
く
。

　

医
療
介
護
連
携
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
や
事
業
所
向
け
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
。

問　
資
産
移
転
を
し
て
い
る

の
は
何
件
か
？
詐
害
行
為
の

疑
い
の
あ
る
者
に
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
た
の
か
？

答　

４
者
が
資
産
移
転
し
て

い
た
。
１
者
は
元
の
状
態
に

戻
さ
れ
た
。
１
者
は
公
共
事

業
目
的
の
売
却
だ
っ
た
の
で

対
象
外
と
し
た
。
１
者
は
損

害
賠
償
金
を
完
納
さ
れ
た
の

で
、詐
害
行
為
の
追
及
を
や

め
た
。
１
件
は
町
が
仮
処
分

申
請
を
し
て
も
剰
余
金
が
生

じ
な
い
の
で
詐
害
行
為
に
当

た
ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　
詐
害
行
為
で
な
い
と
判

断
す
る
に
は
、住
民
が
理
解

で
き
る
証
拠
等
を
示
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

答　

非
常
に
微
妙
な
個
人
情

報
な
の
で
軽
々
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　
資
産
移
転
の
あ
っ
た
業

者
ら
も
、損
害
賠
償
す
る
と

判
断
し
て
い
る
の
か
？

答　

今
後
そ
う
い
う
意
思
の

答　

熱
中
症
計
は
、
予
算
の

関
係
も
あ
る
の
で
留
保
す
る
。

　

見
守
り
活
動
の
呼
び
か

け
・
啓
発
を
各
地
域
で
行
う
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て

問　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
は
、
重
度
の
要
介
護
者

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
人
生
の
最
後
ま
で
暮

ら
し
続
け
る
よ
う
医
療
・
介

護
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
拠
点
と
な
る
の
が

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
本
町
の
地
域
福
祉
活

動
の
現
状
は
？

答　

国
が
提
唱
し
て
い
る
医

療
、
介
護
連
携
の
強
化
や
医

療
、
介
護
、
福
祉
の
専
門
職

の
方
々
や
地
域
の
方
々
と
共

に
地
域
包
括
地
域
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
地
域
の
課
題
に
取

り
組
む
「
地
域
ケ
ア
会
議
」

な
ど
を
計
画
的
に
盛
り
込
む
。

　

医
療
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

問　
町
建
設
工
事
を
め
ぐ
る

住
民
訴
訟
判
決
確
定
後
、損

害
賠
償
金
等
を
完
納
し
て
い

な
い
業
者
ら
20
者
に
対
し
て

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起

し
た
が
、業
者
ら
は
ど
う
い

う
態
度
を
示
し
た
の
か
？

答　

８
者
か
ら
損
害
賠
償
金

等
の
納
付
が
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
３
者
は
完
納
だ
っ
た
。

完
納
に
至
っ
て
い
な
い
17
者

の
内
15
者
よ
り
和
解
に
よ
る

解
決
申
入
れ
が
あ
っ
た
。

問　
そ
れ
ら
業
者
ら
に
完
納

の
意
志
は
あ
る
の
か
？

答　

色
々
な
提
案
が
あ
る
が
、

町
は
す
べ
て
完
納
さ
せ
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

問　
資
産
移
転
を
し
て
い
る

者
か
ら
ど
の
よ
う
に
損
害
を

回
収
し
て
い
く
の
か
？

答　

所
有
権
移
転
が
確
認
さ

れ
た
者
に
は
書
類
請
求
し
、

処
分
禁
止
申
立
て
を
行
っ
た
。

高
齢
者
に
対
す
る
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て

問　
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
人
が
５
月
26
日
か
ら
一

週
間
で
１
，６
３
７
人
と
前

年
同
時
期
の
約
７
倍
と
な
っ

た
。初
夏
の
高
齢
者
熱
中
症

対
策
の
留
意
点
は
？

答　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
注
意
喚
起
し
、高
齢
者
の

多
く
集
ま
る
健
康
教
室
で
熱

中
症
予
防
を
呼
び
か
け
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
町
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
協
力

を
得
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
熱
中
症
対
策
に
取

り
組
み
た
い
。

自
治
体
と
し
て
熱
中
症
対

策
の
具
体
化
は
？

問　
独
居
高
齢
者
に
対
し
て

見
守
り
機
能
の
つ
い
た
熱
中

症
計
を
配
布
す
る
自
治
体
も

あ
る
。
リ
ス
ク
の
高
い
人
に

対
し
、
自
治
体
啓
発
事
業
と

し
て
貸
与
で
き
な
い
の
か
？

談
合
事
件
の
損
害
賠
償
金

の
回
復
に
つ
い
て

（
仮
称
）え
い
ら
く
公
園
の

開
発
交
付
金
に
つ
い
て
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田
中
　
正
旗

問　
自
治
会
で
設
置
希
望
が

あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
？

答　

町
で
設
置
し
て
い
る
防

犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、「
熊

取
町
街
頭
犯
罪
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
及
び
管
理
要
綱
」
に

基
づ
き
設
置
し
て
い
る
。
自

治
会
か
ら
設
置
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
犯
罪
発
生
状
況
や
危

険
度
を
大
阪
府
警
と
協
議
し
、

必
要
性
が
あ
れ
ば
、
町
が
設

置
し
、
管
理
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

一
部
の
自
治
体
で
は
、
自

治
会
に
対
し
設
置
費
用
の
一

部
補
助
を
行
い
、
自
治
会
が

設
置
、
管
理
し
て
い
る
事
例

が
あ
る
が
、
事
件
等
が
発
生

し
た
場
合
、
警
察
へ
の
対
応

が
必
要
な
た
め
、
自
治
会
の

負
担
が
大
き
く
な
る
。

　

町
と
し
て
は
、
現
要
綱
で

の
設
置
と
す
る
が
、
補
助
金

制
度
に
つ
い
て
も
、
状
況
を

調
査
・
研
究
し
検
討
す
る
。

答　

現
在
２
台
設
置
し
て
い

る
。
今
後
設
置
を
予
定
し
て

い
る
箇
所
は
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
、
保
護
者
、
学
校
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
か
ら
の

意
見
を
勘
案
し
、
現
場
状
況

を
検
証
し
、
効
果
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
、
地
元
の
同
意
が

得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
カ
メ

ラ
の
設
置
を
考
え
た
い
。

　
　
町
内
に
あ
る
屋
外
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
数
は
？

答　

町
設
置
分
は
、熊
取
駅

前
広
場
に
３
台
、つ
ば
さ
が

丘
地
区
の
中
学
生
が
利
用
す

る
通
学
路
に
２
台
の
計
５
台

と
、各
公
共
施
設
に
35
台
設

置
し
て
お
り
、今
後
、熊
取
交

流
セ
ン
タ
ー
（
煉
瓦
館
）に

５
台
設
置
す
る
た
め
の
予
算

は
措
置
済
み
で
、さ
ら
に
、大

久
保
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公

園
と
長
池
オ
ア
シ
ス
公
園
に

そ
れ
ぞ
れ
１
台
設
置
す
る
べ

く
、費
用
の
補
正
予
算
を
本

議
会
に
上
程
済
み
で
あ
る
。

　

次
に
民
間
設
置
分
に
つ
い

て
は
正
確
な
台
数
の
把
握
は

困
難
だ
が
、泉
佐
野
警
察
署

の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、２
０
０
台
近
く
設
置
さ

れ
て
い
る
。

問　
通
学
道
路
に
設
置
の
予

定
は
？

国
保
の
資
格
証
明
書
は
受
診
抑
制
に
つ
な
が
る
。

資
格
証
明
書
の
発
行
は
、や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

安
全
な
街
に
す
る
た
め
に

（
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
）

坂
上
巳
生
男

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

問　
第
３
次
地
域
福
祉
計
画

の
中
で
、
生
活
保
護
法
改
悪

と
共
に
成
立
し
た
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
施
行
を
控
え
、

「
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
」

と
あ
る
。
説
明
求
め
る
。

答　

事
業
の
実
施
主
体
は
福

祉
事
務
所
設
置
自
治
体
で
あ

り
、
本
町
の
場
合
は
「
岸
和

田
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

で
の
実
施
と
な
る
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は

「
自
律
相
談
支
援
事
業
」
や

「
住
居
確
保
給
付
金
事
業
」

な
ど
予
定
さ
れ
て
い
る
。

23
世
帯
、42
世
帯
、55
世
帯
、

56
世
帯
、58
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。

問　
短
期
証
発
行
数
は
減
っ

て
い
る
が
短
期
証
未
交
付
が

多
く
、近
隣
自
治
体
に
比
べ

資
格
証
明
書
発
行
が
多
い
。

　
資
格
証
明
書
の
方
が
窓
口

に
来
ら
れ
た
場
合
、短
期
証

へ
の
切
り
か
え
に
条
件
を
設

け
て
い
る
の
か
。

答　

２
年
で
滞
納
を
解
消
で

き
る
よ
う
交
渉
し
、困
難
な

場
合
は
事
情
に
応
じ
て
納
付

計
画
を
立
て
て
頂
く
。

受
診
抑
制
は
や
め
よ

問　
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
の
調
査
で
は
、資
格
証
明

書
発
行
が
受
診
抑
制
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。こ
れ
を
ど
う
見
る
か
。

答　

そ
の
傾
向
は
否
め
な
い
。

本
町
と
し
て
は
、資
格
証
明

書
世
帯
の
方
と
接
触
を
図
り
、

適
正
な
保
険
料
の
負
担
を
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

国
保
の
改
善
求
め
る

問　

所
得
２
５
０
万
円
の
４

人
家
族
（
介
護
分
２
人
）で

50
万
円
を
超
え
る
保
険
料
は
、

「
過
酷
」な
負
担
だ
。町
独
自

の
軽
減
策
求
め
る
。　　
　

答　

基
本
的
に
は
国
の
制
度

設
計
の
中
で
解
決
す
べ
き
と

考
え
る
。４
月
か
ら
の
法
改

正
で
、低
所
得
者
２
割
軽
減
、

５
割
軽
減
が
拡
充
さ
れ
た
。

　

町
の
独
自
減
免
は
、現
行

制
度
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
最
近
５
年
間（
３
月
末
）

の
短
期
証
、短
期
証
未
交
付
、

資
格
証
明
書
の
世
帯
数
を
報

告
さ
れ
た
い
。

答　

短
期
証
は
平
成
22
年
３

月
末
か
ら
順
に
、３
１
２
世

帯
、３
９
１
世
帯
、３
６
８
世

帯
、３
３
９
世
帯
、２
５
７
世

帯
、短
期
証
未
交
付
は
順
に
、

66
世
帯
、82
世
帯
、１
０
７
世

帯
、１
５
６
世
帯
、１
３
９
世

帯
。

　

資
格
証
明
書
の
発
行
は
、
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駅前広場の防犯カメラ



地
方
消
費
税
の
使
途
は
？
社
会
保
障
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
？

開
水
路
の
改
善
と
浸
水
対
策
？

側
溝
の
蓋
の
上
を
歩
道
と
し
て
カ
ラ
ー
化
？

江
川
　
慶
子

よ
り
、
希
望
が
丘
の
通
学
路

に
お
い
て
側
溝
の
ふ
た
の
上

を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
。
対
策
は
？

答　

24
年
度
に
「
通
学
路
に

お
け
る
緊
急
合
同
点
検
」
に

お
い
て
歩
道
の
な
い
状
況
で

あ
っ
た
た
め
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
を
シ
フ
ト
さ
せ
、
路
側
帯

を
確
保
し
た
。
道
路
側
溝
蓋

の
鉄
板
蓋
に
滑
り
止
め
加
工

を
施
し
た
路
側
帯
の
カ
ラ
ー

化
に
よ
る
安
全
対
策
を
予
定
。

グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
に
交
換
す

る
予
定
は
な
い
。
学
校
、
警

察
、
道
路
管
理
者
及
び
教
育

委
員
会
と
連
携
を
図
り
通
学

路
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

大
雨
時
に
は
あ
ふ
れ
る
箇
所

も
あ
る
。
対
策
を
求
め
る
。

答　

開
発
に
よ
り
排
水
流
量

が
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で

は
な
い
の
で
事
業
主
に
対
し

て
協
議
、
対
策
等
を
求
め
て

い
な
い
。
大
雨
時
は
職
員
が

事
前
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
ゴ

ミ
や
雑
草
な
ど
の
撤
去
、
水

利
組
合
等
に
お
い
て
も
行
っ

て
い
る
。
大
原
池
下
流
の
野

田
地
区
に
お
い
て
浸
水
対
策

工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

側
溝
の
ふ
た
掛
け
の
上
を

通
学
路
と
し
て
歩
か
せ
る

こ
と
は
ど
う
か

問　
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
化
に

問　
消
費
税
ア
ッ
プ
分
は
社

会
保
障
施
策
の
経
費
に
あ
て

る
こ
と
と
さ
れ
地
方
消
費
税

交
付
金
も
、
使
途
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
町
の
取
扱
い
と
、
社

会
保
障
施
策
の
経
費
と
し
て
、

あ
て
ら
れ
て
い
る
の
か
？

答　

１
月
に
総
務
省
か
ら
予

算
書
や
決
算
書
の
説
明
資
料

等
で
明
示
す
る
よ
う
通
知
が

き
て
い
る
。
し
か
し
予
算
の

最
終
段
階
に
入
っ
て
お
り
明

確
化
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
、
毎
年
度
の
予
算
、
決

算
時
に
作
成
す
る
。
増
収
分

の
す
べ
て
を
社
会
保
障
施
策

に
充
当
し
て
い
く
。

排
水
路
の
改
善

問　
下
水
整
備
が
行
わ
れ
て

い
な
い
場
所
の
開
発
に
お
い

て
、
生
活
排
水
や
雨
水
が
、

個
人
地
や
農
業
用
や
町
道
・

府
道
の
側
溝
に
流
れ
て
い
る
。

地
方
消
費
税
の
使
途
は
？

ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
！

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
安
全
で
便
利
な
交
通
環
境
整
備
推
進
を
！

佐
古
　
員
規

げ
て
い
き
た
い
。

町
長　
以
前
か
ら
の
計
画
で

湘
南
か
ら
太
平
洋
沿
い
に
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
案
な
ど

を
始
め
、
９
市
４
町
で
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
取
り
組
み
た
い
。

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
交
通

環
境
整
備
に
つ
い
て

問　
一
般
送
迎
車
両
用
の
乗

降
ゾ
ー
ン
（
キ
ス
＆ 

ラ
イ

ド
）
の
設
置
を
願
う
が
？

答　

現
在
、
乗
降
ゾ
ー
ン
を

10
台
設
置
し
て
い
る
が
よ
り

明
確
化
や
、
他
の
場
所
も
含

め
検
討
し
た
い
。

の
補
助
金
な
ど
、
ぜ
ひ
活
用

を
！

答　

情
報
提
供
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
研
究
い
た
し
ま
す
。

問　
泉
州
地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
熊
取
町
の

優
位
性
の
活
用
は
？

答　

大
体
大
な
ど
専
門
的
な

大
学
が
立
地
し
、
関
空
や
高

速
イ
ン
タ
ー
か
ら
も
近
く
、

ま
た
、
年
間
20
万
人
超
の
利

用
者
の
あ
る
「
ひ
ま
わ
り

ド
ー
ム
」
が
あ
り
、
太
極
拳
、

ペ
タ
ン
ク
な
ど
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
住
民
が
多

い
。
全
国
規
模
の
大
会
誘
致

な
ど
よ
り
一
層
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
と
し
て
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
泉
州
全
体
で
の
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
は
？

答　

泉
州
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
推
進
協
議
会
を
よ
り
推

進
し
、
本
町
の
優
位
性
を
活

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

等
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
繋

問　
熊
取
町
の
大
学
、
企
業
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
に

つ
い
て
現
状
と
今
後
は
？

答　

大
学
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
、
公
開
講
座

の
実
施
、
相
談
事
業
な
ど
各

大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
連

携
協
力
を
し
て
戴
い
て
い
る
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
、
体

育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

へ
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
ま
ち
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
企
業
と

の
連
携
で
は
、
プ
ロ
チ
ー
ム

と
協
働
し
、「
町
民
優
待

デ
ー
」
を
設
け
た
。
今
後
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
大
阪
エ

ヴ
ェ
ッ
サ
と
も
協
議
中
で
、

色
ん
な
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
直
接
触
れ
合
え
る
機
会
の

創
出
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

文
科
省
で
「
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
促
進
事
業
」
等

  

答
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ポ
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に
よ
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観
光
ま
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づ
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町
長



子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度（
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
・

延
長
保
育
、病
児
保
育
・
無
認
可
保
育
所
の
認
可
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用

鱧
谷
　
陽
子

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用

問　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
受
講
者
が
１
，０

９
６
人
に
な
っ
て
い
る
。
大

牟
田
市
の
よ
う
に
す
で
に
受

講
済
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
再
認

識
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
？
小
学
生
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
で

も
で
き
な
い
か
？

答　

引
き
続
き
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
、
過
去
に
受
講
さ
れ
た
方

に
対
し
て
も
参
加
呼
び
か
け

を
す
る
。
小
学
生
だ
け
で
な

く
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座
を
行
う
。

つ
ば
さ
共
同
保
育
所
で
午
後

10
時
ま
で
、
さ
く
ら
保
育
所

で
午
後
８
時
ま
で
実
施
し
て

い
る
。
病
児
保
育
は
現
在
実

施
し
て
い
な
い
。
今
後
、
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
議
論

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
の
策
定
作
業
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

無
認
可
保
育
所
の
認
可

問　
無
認
可
保
育
所
（
延
長

保
育
・
病
児
保
育
を
し
て
い

る
）
が
、
認
可
保
育
所
に
な

る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

配
慮
で
き
な
い
か
？

答　

国
は
待
機
児
解
消
の
た

め
認
可
外
施
設
へ
の
支
援
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
町
で
は
待

機
児
は
な
い
が
、
無
認
可
保

育
所
が
基
準
を
満
た
す
認
可

保
育
所
に
移
行
す
る
の
が
望

ま
し
い
。
町
内
全
体
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
検
討
し

て
い
く
。

こ
ど
も
園
へ
の
移
行

問　
熊
取
町
で
は
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
は
考
え
ら
れ
て
い

る
の
か
？

答　

国
は
、「
幼
稚
園
及
び

保
育
所
が
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
を
希
望
す
る
幼
稚

園
・
保
育
所
が
あ
れ
ば
、
認

可
・
認
定
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
」
と
し
て
お
り
、
今
後

幼
稚
園
・
保
育
所
の
希
望
な

ど
を
踏
ま
え
判
断
し
て
い
く
。

問　
こ
ど
も
園
に
子
ど
も
が

多
く
集
ま
り
保
育
所
が
少
な

く
な
る
の
で
は
？

答　

熊
取
の
保
育
の
質
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

延
長
保
育
・
病
児
保
育

問　
子
ど
も
子
育
て
事
業
の

中
に
延
長
保
育
や
病
児
保
育

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

支
援
事
業
計
画
の
予
定
は
？

答　

延
長
保
育
に
つ
い
て
は
、

中
央
・
西
・
東
保
育
所
で
午

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
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～「くまとり議会だより」モニター会議を開催しました～
5 月 9 日に、6 名のモニターさんにご出席いただき、次のようなご意見をいただきました。

大阪府立大学 BNCT 研究センターを視察 ! !
　去る５月８日、議員７人と副町長、担当理事等、総勢 12 人で、大阪府
立大学なかもずキャンパス内に建設された BNCT（ホウ素中性子捕捉療
法）研究センターを視察しました。同センターでは、新たなホウ素薬剤の
研究開発を核とした実証評価事業や人材育成等が行われています。

　同大学の切
きり

畑
はた

光
みつ

統
のり

特認教授から、ホウ素薬剤の研究の現状と展望についての説明を受け、センター内の最
新の装置や機器を見学させていただきました。
　BNCT の早期実用化を目指す本町にとって、この研究センターのオープンは大変に心強く、しっかり応
援をしていきたいと思いました。

⃝議会報告会で出された意見・要望を載せているがそのフォローが必要。
⃝予算のリード文に重点ポイントなどをいれてみてはどうか。
⃝住民と議会との双方向のやりとりができるような工夫がほしい。
⃝写真を提供いただく機会がふえていることは喜ばしい。
⃝固い印象を受ける、やわらかい議会広報もある。
⃝高齢者社会を意識し文字を大きくして欲しい。
⃝固くても良いのでは。
⃝レイアウトがマンネリ化してきている。
⃝よく整理され、内容も良くなってきた。
⃝議会ごとのトピックを掲載してみては。

BNCT研究センター
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（質問）独居の方の孤立死が問題になっているが、町としてはどう考えているのか？ 大原住宅の場合、緊急事態の
時、消防が外から窓を割って、部屋に入って救助しているが、町営住宅なので、町が管理者を置いてマスタ
ーキーを管理すれば、窓を割らなくても救助できるのではないか？ 

（回答）公営住宅で、マスターキーを管理している団体はない。今のところはガラスを割って救助し、ガラスの処
理も町がするということで、ご理解いただきたいと思っていますが、今後の課題として担当課に相談して
みます。安否確認などは、ご近所の協力が一番重要かと考えます。

（質問）ふれあい公園を野田地区の盆踊りで使用しているが、トイレが汚くドアが開かない。撤去するか建て直
したほうがいいのではないか？

（回答）担当課に報告し対処する。
（質問）自主防災の進め方について町の指導があるのか？ 
（回答）消防署などが指導する。自治会の現状に則した指導を受けてほしい。 
（質問） マイナンバー制度の導入が差し迫っているが、熊取町の準備状況は？
（回答）制度開始に対応できるよう平成２６年９月の補正予算でシステム設計にかかる費用を計上することとし

ている。
（質問）成合地区の水道管の水圧が弱い。ふろの水をためるのに時間がかかる。キャンプ場（野外活動ふれあい

広場）は、ポンプアップしている。なんとか成合地区の水圧を上げる事ができないのか？ 
（回答）本年度３月議会に予算措置を講ずる事としている。来年２月頃から３月頃にポンプアップ工事を行う。

上高田地区を始め適正な水位管理が行われていない地域があり、今後、随時対応していく。区長には、担
当部局から予算が可決した段階で説明に行く。 

（質問）農道の整備（道路の補修や拡幅延長工事）について町の補助はあるのか？（成合地区に入る信号機付近の
農道） 

（回答）地権者の問題もあり、農道の整備は難しい。しかし地元から要請があれば、資材提供として砂利、コンク
リート、杭等は可能。

（質問）議会議員政治倫理審査会について設置の趣旨等説明してもらいたい。 
（回答）この件については政治倫理審査会で審議中です。審査結果が出るまでお答えできないというのが方針で

す。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　要　望　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○町の庁舎やすべての公共施設は冷暖房完備されている。小中学校は非常時の避難場所になっている。そのた

めにも、小中学校にエアコンを設置すべきだ！
○空き家対策について空き家バンクをつくればどうか。 
○泉陽ヶ丘の下地区に入る橋が老朽化している。橋と道路の所有者を確認して補修等ができるようにして欲し

い。 
○町内での買物をするところが不便になっている。買物しやすい環境にしてほしい。
○つつじヶ丘で陥没したところがあり、一応の修繕はしてくれたが心配。町に道路の改善を求める要望書を出

したが、その後の陥没を見守るとの返事だった。早く修繕してほしい。また、徐行と道路に書いた文字が消え
ている。早く対応してもらいたい。 

○議会だよりはタブロイド版で作ると文字も大きくなる。また、カラーにしてほしいが、その時にはユニバーサ
ルデザインで色弱の方にも識別できるようにしてもらいたい。

○熊取町行政の道路行政について次の点について取り組んでいただきたい。 
1. 外環状線を含めた渋滞の解消 
2. 十字路交差点の改修 
3. 住友電工と京都大学原子炉の間の道路の交差点の改修（改修予定を説明済み） 
4. 岸南線と外環状線の早期の接合（一部改修予定を説明済み） 
5. 生徒が増加する東小学校の大宮地区、小谷地区の小学生の通学路の道路拡幅 

○近年異常気象が増加する中、調整池の機能低下を防ぐために土砂掃除、草や葦の伐採等を行い、調整池として
の機能低下を防いでほしい。

平成25年12月議会と平成26年3月議会の議会報告会（2月と5月）における質疑応答、意見、要望の一部を以下に示します。

議会報告会での質疑応答、意見・要望

ホームページにも掲載しています。



町議会ホームページの紹介
町議会のホームページでは、議員名簿・議会傍聴・請願と陳情・
定例議会の日程・質問など公開しています。また、会議録の閲覧
もできますのでご覧ください。

平成26年11月発行の議会だよりの表紙に使用
する写真を公募します。
※締め切り…9月30日※写真は返却できません。
※�たくさんの応募をお待ちしています。
▪�詳しくは事務局までお問い合わせください。

写真

募集
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３
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議会報告会の予定
　住民のみなさまと議員との自由な意見交換の場として、平成 20 年度から議会報告会を始めて６年が経
ちました。みなさまからいただいた、さまざまなご意見・ご要望をもとに、平成 26 年度からの開催方法
について議員全員で協議した結果、これまで１年をかけて各地区で開催していたものを２年をかけて開催
していくことといたしました。
　また、新たな取り組みといたしまして、定例会開催後に全体会を開催いたします。

議員名（○班長）・8 月実施予定地区（6 月議会報告） 11 月実施予定地区
（9 月議会報告）

2 月実施予定地区
（12 月議会報告）

1 班 ○佐古 員規・坂上 巳生男・渡辺 豊子・奥野 博通・服部 脩二
新野田・・・８月９日（土）午後７時３０分～　　老人憩の家 南山の手台 大宮

若葉

2 班 ○重光 俊則・鈴木 実・矢野 正憲・江川 慶子
朝　代・・・８月２７日（水）午後７時３０分〜　公民館

つばさが丘北・西 
美熊台 五月ヶ丘

3 班 ○白間 泰男・田中 正旗・鱧谷 陽子・藤本 龍
久　保・・・８月２３日（土）午後７時３０分～　老人憩の家

高田
翠松苑

大久保
池の台

議会報告会全体会を実施します 議会報告会全体会を実施します 
８月３１日（日）午後７時３０分～

会場：熊取交流センター 煉瓦館 コットンホール

≪ 担当：２班 ≫


